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【運用成果の推移】

【組入上位銘柄】

【基準価額の動き】 【組入上位業種】 組入れ資産に対する比率
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【市場別組入状況】

基準価額は信託報酬（年1.785%(税抜1.70%)）控除後です。ファンドパフォーマンス及びそれに
伴う基準価額の推移チャートは、2005年10月より、パフォーマンス計測の精緻化のため、従来
の分配金込みベース［分配金込み基準価額＝基準価額＋税込み分配金］から、分配金再投
資ベース［分配金再投資基準価額＝(当日の基準価額＋当日の税込み分配金)÷前日の基準
価額×前日の分配金再投資基準価額]に変更しました。

新成長株ファンド

（愛称） グローイング・カバーズ  ウイークリーレポート
追加型株式投資信託／国内株式型（一般型）

＊当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用します。当資料における組入れ資産に関する情報はマザーファンドに関するものです。

基準価額 6,972円 純資産総額 11,731百万円

設定日 2004年4月26日 決算日（原則） 毎年4月25日

過去1週間 １ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 ３年 設定来

-2.45% -5.23% -15.29% -13.57% -27.34% -38.58% -30.05%

株式組入比率 99.1%

　　 1部 71.7%

　　 2部 1.5%

　　 マザーズ 3.4%

　　 ジャスダック 20.6%

　　 ヘラクレス ―

　　 その他市場 1.9%

現預金等 0.9%

合計 100.0%

組入銘柄数 45銘柄

（円）

銘柄名 業種 組入比率

1 カカクコム サービス業 4.0%

2 スギ薬局 小売業 3.8%

3 ヴィレッジヴァンガードコーポレーション 小売業 3.6%

4 ダイセキ サービス業 3.4%

5 ワークスアプリケーションズ 情報・通信業 3.4%

6 日本風力開発 卸売業 3.4%

7 シンプレクス・テクノロジー 情報・通信業 3.3%

8 ワコム 電気機器 3.2%

9 シミック サービス業 3.1%

10 ティラド 輸送用機器 3.1%

純資産総額に対する比率

2006年1月より大阪証券取引所上場銘柄の計上を1
部、2部からその他市場に変更し、1部及び2部の計上
を東京証券取引所上場銘柄のみに致しました。

分配実績(税込み）
第1期(05.04.25) 0円/第2期(06.04.25) 50円/第3期(07.04.25) 0円/第4期(08.04.25) 0円

2008年8月22日現在

ホームページ:http://www.yasuda-asset.com

＜商品概要＞
＊再成長銘柄が主要投資対象：わが国の株式のうち、高い成長余
力を有しているものの経営上の課題・困難に直面したため本来の
実力を発揮できなかった企業の中で、それらの経営障壁を克服し
つつある企業の株式に厳選投資します。
＊ボトムアップ調査による再成長企業の発掘：投資に際しては徹
底的なボトムアップ調査と詳細な分析に基づき「再成長企業」を
厳選し投資します。
※当ファンドの投資の視点である「再成長銘柄」は、本来の成長
力を発揮できなかった企業の中から、その企業を取り巻く課題・
困難を克服し新たな成長が期待できる企業とファンドコンセプト
にあるように、また「新成長株ファンド」と命名したように、新
たな成長が期待できる銘柄を意味しています。こうしたことか
ら、以下「再成長銘柄」を「新成長銘柄」と読み替えるものとし
ます。当読み替えにより、運用コンセプトや運用手法が変更され
るものではありません。
＊成長株のスペシャリストが徹底調査：成長株（新規株式公開企
業等を含む）に特化して調査・分析を行うスペシャリストが、
「課題・困難に直面したものの、それらを克服しつつあり新たな
成長が期待できる銘柄」を厳選します。
＊エンジェルジャパン社が投資助言：エンジェルジャパン・ア
セットマネジメント株式会社より投資に関する助言を受けて運用
を行います。
＊当ファンドの運用は、ファミリーファンド方式で行います。
＜信託報酬＞
＊計算期間を通じて毎日計算し、純資産総額に対して年率1.785％
(税抜 1.70%)の率を乗じた金額とします。（信託報酬にかかる消
費税相当額とともに、信託財産から日々控除します。）
＜信託期間＞
＊信託期間 平成26年4月25日まで

〇当資料は安田投信投資顧問が作成した販売用資料です。〇当資料の内容は、作成時点のものであり、市場の環境やその他の状況によって予告なく変更することがあります。記載されている投
資環境見通し、グラフ、表、図等については、過去の実績および一定の仮定に基づいたものですが、その内容の確実性および将来の投資成果等を保証するものではありません。〇投資信託の募
集・申込等の取扱は販売会社、設定・運用は投信委託会社が行います。〇投資信託は、株式、公社債などの値動きのある証券（この他外国証券には為替リスクもあります）に投資しますので、基
準価額は変動します。したがって元本が保証されているものではありません。〇取得の申込みにあたっては、販売会社を通じてあらかじめ投資信託説明書（交付目論見書）、契約締結前交付書面
（目論見書補完書面を含む）をお渡ししますので、内容を十分にご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

*上記騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
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銘柄紹介～ユーシン精機（6482）
　今週は、産業用ロボットメーカーのユーシン精機を紹介します。主力製品でありコア技術となっているのはプラスチック成形品取出ロボットです。国内大手4社における
シェア48％のトップメーカーです。プラスチック成形品は、携帯電話や家電製品等々、我々の日常生活に深く入り込んでいます。その製造工程を見ますと、高温で溶かし
た樹脂を、金型に注入し、冷却して作られます。そして、その成形品を取り出すのが取出ロボットです。同社は、1971年に創業し、1978年に取出ロボット業界に参入しまし
た。後発でしたが、「できない、無理だ、は出発点」という考え方をベースに、顧客の多種多様なニーズに応えてきました。こうして、「当初できない」と思ったことを何とかし
ようと努力することで、新しいアイデアを生み出し、製品開発に活かすことでシェアを高めてきました。
　最近の成長の大きな原動力は、こうした取出ロボットで培ったノウハウを活かし拡大している特注機という分野です。2005年3月期では全社売上の12％でしたが、前
2008年3月期で売上の22％に増加し、今2009年3月期も期初会社公表売上の30%へと大幅増を計画しています。こうした特注機は、各企業が抱える生産工程での悩みを
解決しようという考え方に基づいており、例えば、普及が始まっている光ディスク後工程機などが牽引しています。もともとディスクは樹脂成形品ですから取出ロボットの
顧客と重なりますが、後工程機も加わることによって、同社の活躍する領域がさらに拡がっています。加えて、経営陣の一層の充実を目指し、製造・開発・購買の各責任
者を、数年前に外部から迎えました。この結果、例えば、コストダウンの意識が徹底し、設計時点から収益性重視をより織り込むようになっており、収益性の一層の高ま
りにも大きく貢献しています。
　本業の業績は引き続き好調です。8月18日に発表された業績予想の修正でも、有価証券（債券）の償還不能懸念を前提に当期利益は下方修正されましたが、営業・経
常利益段階は上半期の好調を反映し10％上方修正されました。一般的には、景気がスローダウンすると設備投資は抑制される傾向があるため、産業用ロボットを取り巻

く環境も明るいとは言えませんが、しかし、同社は、そうした厳しい環境下にあっても、高い製品競争力と経営力で成長していく企業として注目されています。
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投資助言会社、エンジェルジャパン・アセットマネジメントの今週の活動メモ
　オリンピックが終わり、一休みしていた感のあった政治や経済も、動き始める気配が感じられます。日本では、大規模な経済対策を打ち出すことが検討されており、中
小企業支援、原燃料費高騰への対策、省エネ活動への支援などが具体策として考えられています。海外でも、昨年来景気引き締めのスタンスであった中国が、オリン
ピック後に緩和のスタンスに変わるのではないか、とも言われ始めています。それ以外の各国も、原油価格や他の商品市況が一時の高値から下落して落ち着いてきて
おり、インフレ圧力の上昇が一服してきていることもあって、景気対策が具体的に打ち出される可能性が高まってきています。
　ここのところ日本経済は、米国向け輸出の減速や、原燃料高などによる価格上昇に対する消費者の生活防衛姿勢などが指摘されていました。株式市場をみましても、
こうした局面では、好業績の個別企業になかなか焦点が当たりにくい状況が続いてきました。しかし、今後、各種対策が打たれ安定感が広がってくることで、「森（＝株式
市場全体）よりも木（＝個別企業）をみる」傾向が強まっていくことも考えられましょう。そして、こうした経済環境の中にあっても、自社の強みや卓越した経営戦略を原動

力として、新しい市場を開拓して成長を遂げている企業に対する評価も高まってくることが期待できましょう。

当ファンドに助言しているエンジェルジャパン・アセットマネジメントからのコメントをもとに作成したものです。
ご紹介する企業はファンドのコンセプトをご理解いただくためのものであり、個別企業の推奨をする目的ではございません。

新成長株ファンド

（愛称） グローイング・カバーズ  ウイークリーレポート
追加型株式投資信託／国内株式型（一般型）

〇当資料は安田投信投資顧問が作成した販売用資料です。〇当資料の内容は、作成時点のものであり、市場の環境やその他の状況によって予告なく変更することがあります。記載されている投
資環境見通し、グラフ、表、図等については、過去の実績および一定の仮定に基づいたものですが、その内容の確実性および将来の投資成果等を保証するものではありません。〇投資信託の募
集・申込等の取扱は販売会社、設定・運用は投信委託会社が行います。〇投資信託は、株式、公社債などの値動きのある証券（この他外国証券には為替リスクもあります）に投資しますので、基
準価額は変動します。したがって元本が保証されているものではありません。〇取得の申込みにあたっては、販売会社を通じてあらかじめ投資信託説明書（交付目論見書）、契約締結前交付書面
（目論見書補完書面を含む）をお渡ししますので、内容を十分にご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

2008年8月22日現在

ホームページ:http://www.yasuda-asset.com
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【お申込みメモ】
■お申込受付 ････････原則として、毎営業日受け付けます。
■信託期間 ･･････････平成16年4月26日から平成26年4月25日まで
■お申込単位 ･･････分配金受取コースの場合：1万口以上1口単位
分配金再投資コース（自動けいぞく投資コースともいいます）の場合：1万円以上1円単位
■お申込価額 ･･････取得申込日の基準価額（当初1口あたり1円）
■収益分配
年1回（毎年4月25日。休業日の場合は翌営業日。）決算を行い、基準価額水準、市況動
向等を勘案して分配を行う方針です。ただし、必ず分配を行うものではありません。
「分配金再投資コース」の場合、収益分配金は税金を差し引いた後、自動的に無手数料
で再投資されます。
■ご換金
原則として毎営業日に1口単位または1円単位で換金のご請求を受け付けます。
換金価額は受付日の基準価額から信託財産留保額（基準価額の0.3％）を控除した額と
なります。
ご換金の受付は当日の午後3時（年末年始など金融商品取引所が半休日の場合は午前
11時）までです。受付時間を過ぎた場合は、翌営業日の受付とさせていただきます。
換金代金のお支払いは、原則としてご請求受付日から起算して5営業日目からです。

〇当資料は安田投信投資顧問が作成した販売用資料です。〇当資料の内容は、作成時点のものであり、市場の環境やその他の状況によって予告なく変更することがあります。記載されている投資環境見通し、グラフ、表、図等に
ついては、過去の実績および一定の仮定に基づいたものですが、その内容の確実性および将来の投資成果等を保証するものではありません。〇投資信託の募集・申込等の取扱は販売会社、設定・運用は投信委託会社が行いま
す。〇投資信託は、株式、公社債などの値動きのある証券（この他外国証券には為替リスクもあります）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって元本が保証されているものではありません。〇取得の申込みにあたっ
ては、販売会社を通じてあらかじめ投資信託説明書（交付目論見書）、契約締結前交付書面（目論見書補完書面を含む）をお渡ししますので、内容を十分にご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

【お客様の負担となる費用・税金】
＜お申込時に直接負担いただく費用（新光証券でお申込みの場合）＞
■お申込手数料（１万口あたり）･･････お申込手数料は、お申込口数に応じて取得申込日
の基準価額に以下に定める率（平成20年5月末現在の上限）を乗じて得た額とします。
5,000万口未満の場合 ････････････3.150％（税抜3.00％）
5,000万口以上1億口未満の場合 ･･2.100％（税抜2.00％）
1億口以上の場合 ････････････････1.575％（税抜1.50％）
※償還乗換および償還前乗換により当ファンドの受益権を取得する場合は、優遇措置が適
用となる場合があります。
※上記以外の販売会社でお申込みされた場合、お申込み手数料は3.150%（税抜3.00％）を
上限に販売会社が個別に定めておりますので詳しくは販売会社へお問い合わせください。
＜ご換金時に直接負担いただく費用＞
■換金手数料 ････････かかりません。
■信託財産留保額 ････ご換金請求受付日の基準価額に0.3％の率を乗じて得た額
＜保有期間中にファンドが負担する費用＞
■信託報酬 ･･･････純資産総額に対して年1.785％（税抜1.70％）の率を乗じて得た額
■監査報酬 ･･･････純資産総額に対して年0.0042％（税抜0.004％）の率を乗じて得た額
■その他の費用 ･･････ 上記の他、ファンドでは信託財産に関する租税、信託事務に要する
諸費用、受託会社の立替えた立替金の利息、証券取引に伴う手数料等を負担しておりま
す。
※その他の費用については、運用状況等により変動しますので事前に料率、上限額等を表
示することができません。
※手数料・費用等の合計額は、お申込金額や保有期間等に応じて異なりますので、表示す
ることができません。
＜税金＞
■平成20年12月31日までは、普通分配金ならびに一部解約時および償還時の個別元本超
過額が課税対象となります。平成21年1月1日以降は、個人の受益者の場合は普通分配金
ならびに一部解約時および償還時の譲渡益が、法人の受益者の場合は普通分配金ならび
に一部解約時および償還時の個別元本超過額が課税対象となります。
※税制が改正された場合は内容が変更となる場合があります。

※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

3/5

新成長株ファンド

（愛称） グローイング・カバーズ  ウイークリーレポート
追加型株式投資信託／国内株式型（一般型） ホームページ:http://www.yasuda-asset.com
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★当ファンドのリスク
当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて主に国内株式を投資対象としています。組
み入れた株式の値動き等により基準価額が上下しますので、これにより投資元本を割り込
むことがあります。また、組み入れた株式の発行者の経営・財務状況の変化およびそれら
に関する外部評価の変化等により、投資元本を割り込むことがあります。したがって元本
が保証されているものではありません。 信託財産に生じた利益および損失は、全て受益
者に帰属します。 当ファンドが主たる組入れ対象とする証券には主として次のような性質
があり、当ファンドの基準価額を変動させる要因となります。
①価格変動リスク
株式の価格動向は、国内外の政治・経済情勢の影響を受けます。このため組入銘柄の値
動きにより基準価額は影響を受け、損失を被ることがあります。また、当ファンドが投資す
る企業が業績悪化や経営不振、倒産等に陥った場合には、その企業の株式の価値が大
きく減少すること、もしくは無くなる場合があり、基準価額は影響を受け、損失を被ることが
あります。
②流動性リスク
株式を売却する際に、期待される価格で売却できない場合、基準価額は影響を受け、損失
を被ることがあります。
③信用リスク
投資している株式を発行する企業の信用状況等の変化により、倒産もしくはそれに準じる
状態に陥った場合、その企業の株式価値が大きく減少する事もしくは無くなることがありま
す。この場合、基準価額は影響を受け、損失を被ることがあります。

※ファミリーファンド方式にかかる留意点
当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。このため、マザーファンドに投資す
る他のベビーファンドの追加設定・解約等に伴い、マザーファンドにおいて投資資産の売買
等を行う場合には、当ファンドの基準価額が影響を受けることがあります。

★委託会社その他関係法人の概要
●委託会社：安田投信投資顧問株式会社
金融商品取引業者／関東財務局長（金商）第411号
加入協会：社団法人投資信託協会、社団法人日本証券投資顧問業協会
＊ホームページ： http://www.yasuda-asset.com
＊フリーダイヤル：0120-401-984
【受付時間：営業日の午前9時～午後5時（半休日の場合は正午まで）】
●受託会社：りそな信託銀行株式会社
（再信託受託会社：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社）
●販売会社：次項ご参照

〇当資料は安田投信投資顧問が作成した販売用資料です。〇当資料の内容は、作成時点のものであり、市場の環境やその他の状況によって予告なく変更することがあります。記載されている投資環境見通し、グラフ、表、図等に
ついては、過去の実績および一定の仮定に基づいたものですが、その内容の確実性および将来の投資成果等を保証するものではありません。〇投資信託の募集・申込等の取扱は販売会社、設定・運用は投信委託会社が行いま
す。〇投資信託は、株式、公社債などの値動きのある証券（この他外国証券には為替リスクもあります）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって元本が保証されているものではありません。〇取得の申込みにあたっ
ては、販売会社を通じてあらかじめ投資信託説明書（交付目論見書）、契約締結前交付書面（目論見書補完書面を含む）をお渡ししますので、内容を十分にご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

投資信託のご購入の注意

● 投資信託は、預金・金融債ではありません。預金保険の対象ではありません。元本
の保証はありません。
● 投資信託は、保険契約者保護機構の対象ではありません。保険契約における保険
金額とは異なり購入金額について元本保証および利回り保証のいずれもありません。
● 登録金融機関は、投資者保護基金には加入していません。
● 投資信託の運用による成果は、受益者の皆様に帰属します。
● 投資信託は、値動きのある有価証券等に投資しますので、投資元本を割り込み損失
を被ることがあります。
● 投資信託は、その信託財産に組入れられた株式・債券等の発行体の信用状況の変
化（財務状況の悪化や倒産等）により、基準価額が下落して投資元本を割り込み損失を
被ることがあります。
● 投資信託は、経済環境等の要因による組入株式の株価の下落や、金利変動等によ
る組入債券の価格の下落により、基準価額が下落して投資元本を割り込み損失を被る
ことがあります。
● 外貨建資産を組入れる投資信託は、外国為替相場の変動により、基準価額が下落
して投資元本を割り込み損失を被ることがあります。
● 一部の投資信託には、信託期間中に中途換金ができないものや、換金可能日時が
あらかじめ制限されているものの他、換金時に信託財産留保額が控除されるもの等が
あります。
● 投資信託は、商品によっては、上記以外でもその固有な要因により基準価額が下落
して投資元本を割り込み損失を被ることがありますので、投資信託説明書（交付目論見
書）、契約締結前交付書面等（目論見書補完書面を含む。）にて必ず商品内容をご確認
ください。
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登録番号 加入協会

新光証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第94号 日本証券業協会、（社）金融先物取引業協会、（社）投資信託協会、（社）日本証券投資顧問業協会

日興コーディアル証券株式会社
（日興SMA「グローバルポート」専用） 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第129号 日本証券業協会、（社）金融先物取引業協会、（社）投資信託協会、（社）日本証券投資顧問業協会

金融商品取引業者名


